
絹
織
物
・

絹
製
品
の

輸
出
の

中
心
は
、

羽
二

重
で

あ

る
。

横
浜
か
ら
の

絹
織
物
輸
出
は
、

一

八
九
七
年
の

九

五

六
万
円
か
ら
一

九
一

一

年
の

三
二

六
八
万
円
へ

と
、

約
三
・

四
倍
の

増
加
を
示
し
た
。

こ

の

う
ち
、

羽
二

重

は
九
〇
㌫
以
上
を
占
め
て

い

る
。

羽
二

重
の

全
国
輸
出

に

お
け
る
横
浜
の

割
合
は
、

九
四
－
九
九
㌫
で
、

生
糸

輸
出
と
ほ
ぼ
同
様
に
、

一

港
輸
出
体
制
と

な
っ

て

い

る
。羽

二

重
の

主
要
輸
出
先
は
、

フ

ラ
ン

ス

・

ア

メ

リ
カ

・

イ
ギ
リ
ス

・

イ
ン

ド
な
ど
で
、

一

八
九
七
年
の

輸
出

相
手
国
構
成
比
は
、

ア

メ

リ
カ
三

七
、

フ

ラ

ン

ス

二

八
、

イ
ギ
リ
ス

（
香
港
を
含
む
）
一

八
、

イ
ン

ド
一

二
、

一

九
一

一

年
は
、

フ

ラ
ン

ス

三
一

、

イ
ギ
リ
ス

（
香
港

を
含
む
）
二
一

、

イ
ン

ド
一

七
、

ア

メ

リ
カ
一

二

で

あ

り
、

生
糸
と
は
異
な
っ

て

相
手
国
は
特
定
国
に

集
中
せ

ず
順
位
も
変
動
的
で

あ
る
（『
横
浜
市
史
』
資
料
編
二

　
一

八
一

ペ

ー
ジ

）。
ア

メ

リ
カ
や
フ

ラ
ン

ス

の

絹
織
物
業
と

図3－7　横浜からの生糸輸出（1896－1911年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。『横浜市史』資料編2　85ページによる。
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の

激
し
い

競
争
の

な
か
で
、

両
国
政
府
の

自
国
産
業
保
護
の

た

め
の

関
税
政
策
に

大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

日

本
の

絹
織

物
輸
出
は
拡
大
し
た
の

で

あ
る
。

輸
出
絹
織
物
の

生
産
地
は
、

一

八
九
七
年
こ

ろ
は
、

福
井
・

群
馬
・

栃
木
が
主
で

あ
っ

た
が
、

一

九
一

一

年
こ

ろ
に

は
、

福

井
・

石
川
・

福
島
・

新
潟
が
主
と
な
っ

た
。

福
井
は
、

重
目
羽

二

重
、

福
島
は
軽
目
羽
二

重
と
、

産
出
品
種
に
は
地
域
差
が
み

ら
れ
る
。

輸

入

品

の

構

成

横
浜
輸
入
の

主
要
品
の

構
成
比
を
み
る
と
表

三
－

五
七
の

と
お

り
で

あ
る
。

明
治
後
期
の

横
浜
輸
入
の

特
徴
は
、

綿
織
物
・

毛
織
物
の

比
重
低
下
と
そ
れ

に

か
わ
る
綿
花
・

羊
毛
の

比
重
増
大
、

砂
糖
の

比
重
の

低
下
、

紙
類
・

油
粕
な
ど
新
し
い

重
要
輸
入
品
の

拡
大
な
ど
で

あ
る
。

綿
業
関
係
三

品
、

綿
織
物
・

綿
糸
・

綿
花
の

横
浜
輸
入
額
の

推
移
を
図
示
す
る
と
、

図
三
－

八
の

よ
う
に

な
る
。

綿
織
物
輸

入
は
ほ
ぼ

横
ば
い

で

あ
り
、

綿
糸
輸
入
は
、

減
少
を
続
け
て
一

九
〇
二

年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
無
視
で

き
る
程
度
の

大
き
さ
と
な

表3－57　横浜主要輸入品（1897－1911年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。総額は1000円位で4捨5入。「その他」は，表出数値の残
差として計算した。『横浜市史』資料編2　106，108，111，112，114，116－118，120，
123，125，129，131ページによる。但し，「綿織物」の1898－1906年，毛織物の1897－1906
年，「鉄鋼」の1907－1911年は，『横浜市史』第4巻上14ページの数値による。
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っ

た
。

綿
花
輸
入
は
、

一

九
〇
四
年
こ

ろ
ま
で

は
横
ば
い

状
態

で

あ
る
が
、

一

九
〇
五

年
の

急
増
以
降
、

増
加
傾
向
に

入
り
、

一

九
一

一

年
に

は
、

一

九
〇
四
年
の

四
倍
を
こ

え
る
額
に

達
し

た
。

全
国
の

綿
花
輸
入
も
、

一

八
九
七
－
九
八
年
、

一

九
〇
〇
－

〇
一

年
の

二

度
の

恐
慌
に

よ
る
紡
績
業
の

停
滞
を
反
映
し
て
、

一

九
〇
四
年
こ

ろ
ま
で
は
あ
ま
り
伸
び
ず
、

一

九
〇
五

年
以
降

に

急
増
す
る
。

と
は
い

え
、

全
国
綿
花
輸
入
額
は
、

一

九
〇
四

年
か
ら
一

九
一

一

年
に

か
け
て

約
二

倍
に

拡
大
し
た
程
度
で

あ

る
か
ら
、

横
浜
の

綿
花
輸
入
の

拡
大
傾
向
は
、

特
に

著
し
い
。

こ

れ
は
、

富
士
紡
（
富
士
瓦
斯
紡
）
や
日

清
紡
な

ど

関
東
地
方

に

出
現
し
た
大
紡
績
会
社
の

活
動
が
盛
ん
に

な
っ

た
こ

と
を
反

映
し
て
い

る
。

綿
花
の

輸
入
相
手
国
は
、

明
治
末
期
の

全
国
輸
入
で
は
、

イ

ン

ド
・

ア

メ
リ
カ
・

中
国
・

エ

ジ

プ
ト
の

順
に

多
か
っ

た
が
、

一

九
〇
九
年
の

横
浜
輸
入
で

は
、

ア

メ

リ
カ
・

中
国
・

イ
ン

ド

・

エ

ジ
プ
ト
の

順
と
な
っ

て
お
り
、

ア

メ

リ
カ

綿
花
の

比
重
が

高
い

と
い

う
特
徴
が
あ
ら
わ
れ

て

い

る
（『
横
浜
市
史
』
第
四
巻

図3－8　綿業関係品の横浜輸入（1896－1911年）

注　『大日本貿易統計年表』の数値。『横浜市史』資料編2　116，118ページによる。綿織物の
1898－1906年は，『横浜市史』第4巻上　14ページの数値。
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下

六
六
一

ペ

ー
ジ
、

第
六
一

表
）。
こ

れ
は
、

高
番
手
の

細
糸
を
生
産
す
る

紡
績
会
社
が
東
日

本
に

比
較
的
多
か
っ

た
た
め
に
、

良
質
長
繊
維
の

ア

メ

リ
カ

綿
花
の

需
要
が
大
き
か
っ

た
こ

と
に
よ
る
。

急
増
し
た
綿
花
輸
入
は
、

横
浜
輸
入
に

お
け
る
綿
花
の

地
位
を
高
め
、

一

九
〇
九
年
以
降
、

綿
花

は
第
一

位
商
品
と
な
っ

た
。

全
国
輸
入
額
に

対
す
る
横
浜
輸
入
の

割
合
は
、

一

八
九
七
年
の
一

二

㌫
か
ら
一

九
一

一

年
に
は
一

五

㌫
に

若
干
拡
大
し

て
い

る
。

羊
毛
の

輸
入
も
拡
大
し
た
。

一

八
九
七
年
の

羊
毛
輸
入
は
、

八
八
万
斤
、

九
六
万
円
で

あ
っ

た
の

が
、

一

九
一

一

年
に
は
、

一

三

四
万
斤
、

二

五

四
万
円
と
な
り
、

数
量
で
一

・

五

倍
、

価
額
で
二
・

六
倍
に

な
っ

た
。

綿
花
と
は
異
な
っ

て
、

羊
毛
輸
入
で
は
横
浜
が
主
要
港
で

あ
り
、

全
国
輸
入

に

対
す
る
横
浜
輸
入
の

割
合
は
、

縮
小
傾
向
に

は
あ
る
が
、

一

八
九
七
年
で

八
〇
㌫
、

一

九
一

一

年
で

六
六
㌫
と
な
っ

て

い

る
。

砂
糖
輸
入
は
、

一

八
九
〇
年
代
に

入
っ

て

か
ら
、

横
浜
輸
入
の

第
一

位
を
占
め
る

年
が
多
か
っ

た
が
、

一

九
〇
〇
年
代
に

入
る
と
急
速
に

縮
小
し

て
い
っ

た
。

こ

れ
は
、

日
清
戦
争
に
よ
っ

て

台
湾
を
領
有
し
、

原
料
生
産
基
地
を
確
保
し
た
の

ち
に
、

日

本
の

精
糖
業
が
急
速
に

発
達
し
た
結
果
で

あ
っ

た
。

い

う
ま
で

も
な
く
、

台
湾
か
ら
の

粗
糖
・

精
糖
の

移
入
は
拡
大
し
続
け
る
。

紙
類
の

輸
入
は
、

国
内
の

洋
紙
需
要
の

拡
大
と
と
も
に

増
加
し
た
の

で

あ
り
、

中
国
か
ら
の

油
粕
輸
入
も
、

一

八
九
〇
年
代
末
こ

ろ
か
ら
急
速
に

拡
大
し
た
。

第
二

節
　
貿
易
金
融
の

発
展

一

　
明
治
前
期
の

貿
易
金
融
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す
で
に

第
二

編
で

述
べ

た
と
お
り
、

横
浜
の

金
融
機
構
の

発
展
は
生
糸
金
融
に
よ
っ

て

代
表
さ
れ
る
国
内
商
業
金
融
と
貿
易
金
融
を
二

つ

の

軸
と

し
て

な
さ
れ
て

き
た
。

こ

の

う
ち
貿
易
金
融
に

つ

い

て
は
、

商
法
司
↓
通
商
司
↓
横
浜
為
替
会
社
↓
前
期
第
二

国
立
銀
行
↓
後
期
第
二

国
立
銀
行
を

経
て
、

横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
へ

と
展
開
し
て
い

く
。

こ

の

流
れ
は
、

ま
た
生
糸
金
融
の

機
能
を
果
た
す
金
融
機
構
の

発
展
の

姿
で

も
あ
る
こ

と
か

ら
、

初
め
は
同
一

の

金
融
機
構
が
生
糸
金
融
と
貿
易
金
融
の

両
者
の

機
能
を
果
た
し
て
い

た
の

で

あ
る
が
、

徐
々

に

両
者
が
分
か
れ
、

結
局
は
別
々

の

金
融
機
構
に

よ
っ

て

そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
分
担
す
る
に

い

た
る
の

で

あ
る
。

そ
の

底
に

は
、

居
留
地
貿
易
か
ら
直
輸
出
運
動
の

展
開
へ

の

大
き
な

飛
躍
が
あ
り
、

ま
た
そ
の

成
功
の

あ
と
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

直
輸
出
の

比
率
が
高
く
な
る
ま
で

は
、

居
留
地
貿
易
で

あ
り
、

そ
の

限
り
で

は
貿
易
金
融
と
い
っ

て

も
、

国
内
の

生
糸
金
融
と
截
然
と
分
け
る
必
要
は
な
か
っ

た
。

全
国
の

為
替
会
社
の

な
か
で
、

横
浜
替
為
会
社
の

み

が
横
浜
第
二

国
立
銀
行
に

移
行
し
た
ひ
と
つ

の

大
き
な
理
由
が
洋
銀
券
発
行
業
務
の

継
承
で

あ
っ

た
こ

と
も
、

こ

の

間
の

事
情
を
説
明
し
て
い

る
。

し
か
し
、

直
輸
出
が
開
始
さ
れ
る
と
、

独
自
の

貿
易
金
融
機
関
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ

れ
が
、

横
浜
正
金
銀
行
で

あ
る
。

ま
た
、

そ
こ

に

横
浜
正
金
銀
行
の

み
が
、

他
の

横
浜
の

銀
行
と
異
な
っ

て
、

全
国
的
な
基
盤
で

設
立
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
こ

で

本
節
で

は
、

直

輸
出
運
動
を
背
景
に
、

独
自
の

貿
易
金
融
機
構
で

あ
る
横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
過
程
と
同
行
の

果
た
し
た
役
割
を
考
察
し
て

み
よ
う
。

洋
銀
騰
貴
防
止

政

策
の

展

開

明
治
十
年
（
一

八
七
七
）
代
前
半
に
お
い

て
、

紙
幣
の

過
剰
発
行
に

よ
っ

て

激
し
い

イ
ン

フ

レ

ー
シ

ョ

ン

を
ひ
き
起
こ

し
、

紙

幣
価
値
の

著
し
い

低
下
を
も
た
ら
し
た
こ

と
は
第
二

編
で

ふ

れ
た
と
お
り
で

あ
る
。

こ

の

結
果
、

輸
入
の

増
大
、

正
貨
の

流
出

と
い

う
事
態
を
招
き
、

さ
ら
に

は
銀
貨
に

対
す
る
需
要
増
加
か
ら
銀
貨
の

異
常
な
騰
貴
を
生
じ
た
。

ロ

ン

ド
ン

の

銀
塊
相
場
が
低
落
し
、

世
界
全
体

に

お
け
る
銀
の

対
金
価
値
が
低
下
す
る
な
か
で
、

ひ
と
り
わ
が
国
の

銀
貨
相
場
の

み
上
昇
を
続
け
た
。

そ
こ

で
、

わ
が
国
の

貿
易
収
支
の

均
衡
を
は

か
る
た
め
に

は
、

銀
貨
の

騰
貴
を
お
さ
え
、

物
価
の

安
定
に

努
め
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ

た
。

当
時
の

大
蔵
卿
大
隈
重
信
は
、

イ
ン

フ

レ

ー
シ

ョ

ン

の

原
因
を
紙
幣
の

過
剰
発
行
よ
り
銀
貨
の

供
給
不
足
に

求
め
、

こ

の

観
点
か
ら
す
る
洋
銀
騰
貴
防
止
政
策
を
実
施
し
た
。

そ
の

内
容
に
は
、

（一）
準
備
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金
に
お
け
る
銀
貨
貸
出
し
、

（二）
洋
銀
取
引
所
の

設
置
、

（三）
殖
産
興
業
の

た
め
の

準
備
、

（四）
銀
貨
供
給
の

た
め
の

金
融
機
関
の

設
立
の

四
つ

が
含
ま
れ

て
い

た
。

ま
ず
、

準
備
金
か
ら
の

洋
銀
貸
出
し
に
つ

い

て
は
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
、

第
二

国
立
銀
行
お
よ
び
三

井
銀
行
の

二

行
に

銀
貨
二

四
〇
万

円
を
託
し
て
、

市
場
に

売
却
せ
し
め
た
。

こ

の

結
果
、

一

時
的
に
は
銀
貨
は
下
落
を
示
す
が
、

売
却
を
ゆ
る
め
る
と
再
び
騰
勢
を
示
し
た
。

そ
こ

で

一

八
八
〇
年
に
い

た
っ

て
、

さ
ら
に

第
一

、

第
二

両
国
立
銀
行
お
よ
び
三

井
銀
行
を
通
じ
て

六
〇
〇
万
円
の

銀
貨
を
、

ま
た
横
浜
正
金
銀
行
を
通
じ

て
一

八
万
五

〇
〇
〇
円
の

銀
貨
を
売
却
し
た
。

こ

の

た
め
、

銀
貨
相
場
は
下
落
を
示
す
が
、

今
回
も
ま
た
銀
貨
の

売
却
を
少
し
の

間
で

も
中
止
す
る

と
、

再
び
銀
貨
の

騰
貴
を
招
い

た
。

そ
こ

で

政
府
は
、

銀
貨
相
場
を
低
い

水
準
に

と
ど
め
る
だ
け
の

銀
貨
売
却
の

続
行
は
不
可
能
で

あ
る
と
し
、

一

八
八
〇
年
九
月
を
も
っ

て

銀
貨
の

売
却
を
中
止
す
る
に
い

た
り
、

こ

の

政
策
は
失
敗
に

帰
し
た
。

第
二

は
、

洋
銀
取
引
所
の

設
置
お
よ
び
取
引
所
に
お
け
る
銀
貨
の

上
場
で

あ
っ

た
。

横
浜
洋
銀
取
引
所
は
一

八
七
九
年
二

月
に

設
立
認
可
と
な
り
、

翌
三

月
に

開
業
し
た
。

資
本
金
は
一

二

万
円
、

初
代
の

頭
取
は
茂
木
惣
兵
衛
で

あ
り
、

「
株
式
取
引
所
条
例
」
に

も
と
づ

い

て

運
営
さ
れ
た
。

こ

の

洋
銀
取
引
所
設
立
に

際
し
て

大
隈
重
信
が
太
政
官
に

あ
て

た
上
申
書
に
は
、

一

八
七
八
年
以
降
の

洋
銀
騰
貴
の

原
因
が
主
と
し
て

洋
銀
の

投
機
取
引

に

求
め
ら
れ
て

お
り
、

そ
の

こ

と
か
ら
洋
銀
取
引
所
の

設
置
が
不
可
避
で

あ
る
と
述
べ

ら
れ
て

い

る
。

横
浜
洋
銀
取
引
所
の

ほ
か
、

東
京
株
式
取
引

所
・

大
阪
株
式
取
引
所
に
お
い

て

も
金
銀
貨
の

上
場
が
お
こ

な
わ
れ
、

正
貨
の

取
引
の

活
発
化
を
通
じ
て

そ
の

需
給
の

調
節
と
相
場
の

安
定
を
は
か

ろ
う
と
し
た
。

こ

う
し
た
意
味
で
、

横
浜
洋
銀
取
引
所
の

設
立
も
洋
銀
騰
貴
防
止
政
策
の

ひ

と
つ

で

あ
る
と
み
な
す
こ

と
が
で

き
る
。

銀
貨
騰
貴
防
止
政
策
の
一

環
と
し
て
、

こ

の

ほ
か
準
備
金
の

殖
産
興
業
政
策
へ

の

使
用
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、

何
と
い
っ

て

も
防
止
政
策
の

最
大
の

も
の

は
貿
易
金
融
機
関
設
立
計
画
で

あ
っ

た
。
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貿
易
金
融
機
関

設

立
の

要

請

洋
銀
騰
貴
防
止
政
策
の

ひ
と
つ

と
し
て
、

貿
易
金
融
機
関
設
立
の

要
請
が
な
さ
れ
た
こ

と
は
前
述
の

と
お
り
で

あ
る
。

当
時
、

政
府
は
銀
貨
騰
貴
の

主
た
る
原
因
が
銀
貨
の

不
足
に

あ
り
、

銀
貨
の

不
足
は
銀
貨
の

集
散
の

た
め
の

中
心
機
関
が
な
く
、

し
た

が
っ

て
そ
の

調
節
が
不
可
能
で

あ
る
と
考
え
て

い

た
。

こ

う
し
た
意
味
か
ら
、

銀
貨
の

需
給
を
調
節
す
る
た
め
の

貿
易
金
融
機
関
の

設
立
が
要
請
さ

れ
た
の
で

あ
る
。

貿
易
金
融
機
関
設
立
の

要
請
は
、

こ

れ
と
は
別
の

観
点
か
ら
、

と
く
に

横
浜
商
人
な
ど
に

よ
っ

て
な
さ
れ
て

き
た
が
、

こ

こ

で

は
比
較
的
大
き
な

提
案
を
二

つ

を
と
り
あ
げ
て

お
こ

う
。

そ
れ
は
バ

ッ

チ
ェ

ル

ダ
ーJ

＝M

＝Bachelder

（
ア

メ
リ
カ

人

）
に

よ
る
建
白
書
と
「
貿
易
銀
行
条
例

」
草
案
で

あ
る
。

ま
ず
、

バ

ッ

チ
ェ

ル

ダ
ー
に

よ
っ

て

提
言
さ
れ
た
建
白
書
「
貨
幣
ノ

政
ヲ

救
匡
ス

ル

ノ

策

」（
一

八
七
九
年
と
推
定
さ
れ
る

）
の

主
要
な
内
容
は
、

次

の

と
お
り
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

日

米
両
資
本
を
合
し
て
一

大
シ

ル

バ

ー
＝

バ

ン

ク
を
設
立
し
、

も
っ

て

銀
の

需
給
の

調
節
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の

で

あ
る
。

こ

の

銀
行
の

資
本
金
は
い

ち
お
う
一

〇
〇
〇
万
円
と
し
、

業
務
の

拡
張
に

応
じ
て

五

〇
〇
〇
万
円
ま
で

伸
長
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ

て
い

る
。

ま
た
、

こ

の

提
言
の

基
礎
と
な
っ

た
考
え
方
は
、

銀
の

供
給
不
足
が
紙
幣
価
値
の

下
落
の

原
因
で

あ
る
と
い

う
主
張
で

あ
っ

て
、

そ
の

点
、

前
述
の

大
隈
重
信
の

考
え
方
と
相
通
ず
る

も
の

で

あ
っ

た
。

つ

ぎ
に
、

横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
以
前
と
思
わ
れ
る
時
期
に

作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
貿
易
銀
行
条
例
」
草
案
を
と
り
あ
げ
て

お
こ

う
。

同
草

案
は
、

は
じ
め
に

貿
易
銀
行
を
政
府
が
創
立
か
つ

管
理
す
る
政
府
金
融
機
関
と
し
て

位
置
づ

け
て
い

る
。

こ

の

こ

と
か
ら
、

政
府
部
内
に

す
で
に

貿

易
金
融
機
関
設
立
の

意
図
が
あ
り
、

こ

れ
が
た
ま
た
ま
時
期
を
同
じ
う
し
て

起
こ
っ

た
横
浜
正
金
銀
行
設
立
の

運

動
と
一

致
し
た
も
の

と
思
わ
れ

る
。

さ
ら
に
、

同
草
案
は
貿
易
銀
行
は
そ
の

本
店
を
横
浜
港
に

置
き
、

支
店
を
全
国
各
地
に

設
置
す
る
こ

と
と
規
定
し
て
い

る
。

ま
た
、

資
本
金
は

三

〇
〇
万
円
を
最
低
と
し
、

日
本
貿
易
銀
を
も
っ

て

払
い

込
む
こ

と
、

政
府
出
資
が
半
額
を
下
ら
ず
、

政
府
は
た
え
ず
株
主
た
る
こ

と
等
を
規
定
し
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て
い

る
が
、

こ

の

条
項
も
政
府
出
資
の

比
率
が
若
干
減
少
し
た
以
外
、

横
浜
正
金
銀
行
設
立
時
の

事
情
と
同
一

の

も
の

と
な
っ

て
い

る
。

銀
券
発
行

に
つ

い

て
は
、

資
本
金
の
一

〇
分
の

八
を
限
度
に

お
こ

な
い

た
い

と
し
、

そ
の

た
め
銀
券
流
通
高
の

三

分
の
一

以
上
の

貿
易
銀
を
支
払
準
備
と
し
て

保
有
す
る
こ

と
も
、

草
案
に

規
定
さ
れ
て
い

た
が
、

こ

の

条
項
も
の

ち
の

横
浜
正
金
銀
行
設
立
願
の

な
か
に

示
さ
れ
た
考
え
方
と
共
通
し
て
い

る
。

以
上
、

い

く
つ

か
の

草
案
に

お
け
る
条
項
を
示
し
て

み
た
。

こ

の

結
果
、

政
府
の

意
図
し
た
貿
易
銀
行
構
想
と
の

ち
の

横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
構
想

が
類
似
し
て
い

る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
意
味
で
、

政
府
側
に
、

す
で
に

銀
貨
騰
貴
防
止
政
策
の
一

環
と
し
て
、

貿
易
金
融
機
構

を
設
立
す
る
計
画
が
存
在
し
た
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
。

以
上
述
べ

て

き
た
よ
う
に
、

洋
銀
の

騰
貴
に

対
し
て
、

政
府
は
つ

ぎ
つ

ぎ
と
そ
の

防
止
政
策
を
展
開
し
た
の

で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

は
じ
め
は
銀

貨
の

売
却
の

よ
う
な
消
極
的
な
も
の

で

あ
っ

た
が
、

や
が
て

正
金
銀
行
の

よ
う
な
銀
貨
の

需
給
調
節
機
能
を
も
っ

た
貿
易
金
融
機
関
の

設
立
へ

と
結

実
し
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

よ
う
な
流
れ
の

な
か
で
、

横
浜
正
金
銀
行
設
立
の

意
義
も
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

　
横
浜
正
金
銀
行
の

設
立

銀
行
設
立
の

動

機

横
浜
正
金
銀
行
設
立
の

動
機
に

つ

い

て
は
、

い

く
つ

か
の

説
明
が
な
さ
れ
て
い

て
、

い

ず
れ
が
正
し
い

の

か
を
確
定
す
る
の

は
む

ず
か
し
い
。

し
か
し
、

ど
の

説
を
と
る
に
せ
よ
、

同
行
設
立
に

つ

い

て
二

つ

の

動
機
が
あ
っ

た
こ

と
は
確
実
で

あ
る
。

一

つ

は
前

述
し
た
大
隈
重
信
に

よ
る
経
済
政
策
（
洋
銀
騰
貴
防
止
政
策

）
上
の

観
点
か
ら
す
る
貿
易
金
融
機
関
設
立
の

動
機
で

あ
る
。

こ

の

大
隈
の

政
策
の

理
念

に

は
、

福
沢
諭
吉
の

考
え
方
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

す
な
わ
ち
、

福
沢
は
大
隈
に

再
三

書
簡
を
送
り
、

洋
銀
騰
貴
に

際
し
て
、

相
場
調
整
の

た

め
政
府
資
金
を
貸
し
出
す
貿
易
金
融
機
関
の

設
立
を
強
く
提
議
し
て
い

る
。

も
う
一

つ

の

動
機
と
し
て
は
、

一

八
七
八
、

七
九
年
ご
ろ
、

丸
屋
商
店
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の

経
営
者
早
矢
仕
有
的
お
よ
び
同
店
と
関
係
の

深
い

中
村
道
太
は
、

洋
銀
相
場
の

高
騰
、

外
国
銀
行
の

専
横
に

よ
る
わ
が
国
外
国
貿
易
の

受
け
る

障

害
を
の

ぞ
こ

う
と
し
て
、

貿
易
金
融
機
関
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い

た
。

こ

の

二

つ

の

動
機
を
結
び
つ

け
た
の

は
、

福
沢
諭
吉
と
中
村
道
太
の

交
友

で

あ
る
。

中
村
は
以
前
か
ら
福
沢
に

師
事
し
、

福
沢
も
中
村
を
信
頼
し
て
い

た
。

そ
こ

で
、

貿
易
金
融
機
関
設
立
に
つ

い

て
、

福
沢
は
大
隈
に

対
し

て

中
村
を
強
く
推
挙
し
た
の

で

あ
る
。

以
上
述
べ

た
よ
う
に
、

横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
は
、

政
府
の

経
済
政
策
と
丸
屋
商
店
を
中
心
と
す
る
民
間
か

ら
の

設
立
要
請
の

合
致
点
に

求
め
ら
れ
る
の

で

あ
る
。

創

立

願

の

提

出

以
上
の

経
過
を
ふ
ま
え
て
、

い

よ
い

よ
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
一

月
十
日
に
、

中
村
道
太
ほ
か
二

三

名
に

よ
っ

て

「
創
立

願

」
が
提
出
さ
れ
た
。

こ

の

創
立
願
に

お
り
込
ま
れ
た
創
立
目
的
は
、

（一）「
国
立
銀
行
条
例

」
の

改
正
以
後
、

銀
行
が
い

く
つ

も

設
立
さ
れ
た
の

で
、

国
内
商
業
に

つ

い

て
は
不
便
は
な
い

が
、

こ

こ

数
年
来
貿
易
収
支
の

不
均
衡
か
ら
貿
易
通
貨
の

騰
貴
と

不

足

を

き
た
し
た
こ

と
、

（二）
そ
の

た
め
に
、

金
銀
貨
幣
の

流
通
を
促
進
す
る
機
能
を
果
た
す
正
金
銀
行
の

設
立
が
必
要
で

あ
る
こ

と
、

の

二

点
に

お
か
れ
た
。

こ

の

設
立

目
的
は
大
隈
大
蔵
卿
に

よ
っ

て

支
持
さ
れ
、

設
立
に

向
か
う
こ

と
と
な
る
。

当
初
、

丸
屋
商
店
関
係
の

小
規
模
な
銀
行
を
設
立
す
る
構
想
で

あ
っ

た

も
の

が
、

政
府
の

洋
銀
騰
貴
防
止
政
策
の

重
要
な
一

手
段
を
に

な
う
と
い

う
、

大
き
な
意
義
と
目
的
を
も
っ

た
銀
行
と
し
て

設
立
さ
れ
る
運
び
と
な

っ

た
。

正
式
の

創
立
願
が
提
出
さ
れ
る
以
前
の

十
月
に
、

正
金
銀
行
発
起
人
総
代
の

中
村
道
太
の

名
義
で
、

正
金
銀
行
の

名
称
を
国
立
東
海
銀
行
と

称
し
た
い

と
い

う
「
銀
行
名
称
願
」
が
提
出
さ
れ
た
。

こ

れ
は
中
村
道
太
の

故
郷
と
い

う
こ

と
か
ら
、

東
海
銀
行
と
い

う
名
称
を
使
用
す
る
案
が
あ

っ

た
こ

と
を
示
し
て

い

る
が
、

結
局
、

許
可
に

な
ら
な
か
っ

た
。

つ

ぎ
に
、

設
立
発
起
人
二

三

名
の

内
訳
を
出
身
地
別
に

み
る
と
、

東
京
一

一

名
、

山
形
一

名
、

新
潟
二

名
、

愛
知
四
名
、

横
浜
五

名
と
な
っ

て
い

る
。

こ

の

点
、

発
起
人
の

ほ
と
ん
ど
が
横
浜
商
人
に

よ
っ

て

占
め
ら
れ
て

い

た
第
二

国
立
銀
行
・

第
七
十
四
国
立
銀
行
と
は
ま
っ

た
く
相
違
し
て
い

る
。

他
府
県
か
ら
名
を
連
ね
た
人
び
と
は
、

地
方
の

華
士
族
・

銀
行
家
な
ど
で

あ
る
が
、

中
村
道
太
の

銀
行
経
営
能
力
を
信
頼
し
て

発
起
人
と
な
っ
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た
も
の
、

福
沢
・

大
隈
の

正
金
銀
行
に

対
す
る
考
え
方
や
熱
意
に

動
か
さ
れ
た
も
の

な
ど
に

分
か
れ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、

第
二
、

第
七
十
四
両
国
立

銀
行
が
横
浜
商
人
の

機
関
銀
行
と
し
て

設
立
さ
れ
、

成
長
し
て

い
っ

た
の

と
異
な
り
、

横
浜
正
金
銀
行
は
、

横
浜
に

存
在
し
て

い

て
も
、

横
浜
商
人

と
い

う
よ
り
は
も
っ

と
大
き
な
政
策
上
の

必
要
か
ら
設
立
さ
れ
た
銀
行
で

あ
り
、

そ
の

意
味
か
ら
発
起
人
も
広
範
だ
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

創
立
願
に

は
、

（一）
「
国
立
銀
行
条
例
」
に

準
拠
し
て

設
立
す
る
こ

と
、

（二）
資
本
金
は
三

〇
〇
万
円
と
し
、

う
ち
一

〇
〇
万
円
は
自
分
た
ち
発
起
人

で

出
資
し
、

残
り
は
株
主
を
募
集
す
る
こ

と
、

（三）
金
札
引
換
公
債
抵
当
証
書
を
抵
当
と
し
て

銀
行
紙
幣
を
発
行
し
た
い

こ

と
、

の

三

点
が
述
べ

ら
れ

て
い

た
。

し
か
し
、

こ

の

う
ち
の

（三）
の

紙
幣
発
行
権
の

み
は
、

結
局
認
め
ら
れ
る
に
い

た
ら
な
か
っ

た
。

銀

行

の

開

業

許

可

「
正
金
銀
行
創
立
願
」
の

提
出
を
受
け
た
大
隈
大
蔵
卿
は
、

同
年
十
二

月
十
一

日
に

太
政
官
あ
て
に

上
申
書
を
提
出
し
た
。

そ
の

内
容
は
、

（一）
正
金
銀
行
設
立
に
つ

い

て

許
可
願
が
出
さ
れ
た
の

で

許
可
し
た
い

こ

と
、

（二）
明
治
初
年
以
来
の

通
貨
制
度
・

銀
行
制

度
の

整
備
に
よ
っ

て
、

国
内
商
業
の

発
展
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
て

き
た
こ

と
、

（三）
金
銀
貨
幣
集
散
の

中
心
的
機
関
と
し
て

正
金
銀
行
が
設
立
さ
れ

る
こ

と
の

必
要
性
を
力
説
す
る
こ

と
、

の

三

点
で

あ
る
。

要
す
る
に
、

貿
易
銀
を
中
心
と
し
た
金
銀
貨
幣
が
ひ
と
た
び
市
場
に

流
通
す
る
と
、

集
散

の

中
心
が
な
い

か
ら
退
蔵
し
て

し
ま
い
、

そ
の

結
果
、

洋
銀
価
格
の

騰
貴
を
も
た
ら
す
。

そ
こ

で
、

そ
の

よ
う
な
集
散
を
機
能
と
す
る
新
し
い

銀
行

の

設
立
が
必
要
で

あ
る
と
い

う
の

が
、

主
た
る
内
容
で

あ
っ

た
。

こ

の

上
申
書
を
受
け
て
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
二

月
十
一

日
に
正
式
の

開
業
許
可
が
正
金
銀
行
に

与
え
ら
れ
た
。

当
時
の

新
聞
は
「
横
浜
正

金
銀
行
は
一

昨
十
一

日
い

よ
い

よ
許
可
に

な
り
、

近
々

設
立
の

様
子
、

そ
の

響
き
か
昨
日
は
洋
銀
相
場
が
俄
か
に

下
落
し
た

」
と
報
じ
て
い

る
。

こ

の

結
果
、

設
立
準
備
が
お
こ

な
わ
れ
、

二

月
九
日
ま
で

に

資
本
金
も
い

ち
お
う
集
ま
り
、

い
っ

さ
い

の

準
備
を
完
了
し
た
の

で
、

同
日

創
立
証
書
が

提
出
さ
れ
、

そ
れ
に

も
と
づ

い

て

開
業
免
許
が
下
付
さ
れ
た
。

開
業
は
一

八
八
〇
年
二

月
十
三

日
で
あ
っ

た
。
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正
金
銀
行
の

資
本

構

成

横
浜
正
金
銀
行
の

当
初
資
本
金
三

〇
〇
万
円
が
、

政
府
出
資
と
民
間
出
資
と
か
ら
成
っ

て
い

た
こ

と
は
前
述
の

と
お
り
で

あ
る
。

ま
ず
、

政
府
出
資
に

つ

い

て

ふ

れ
て

み
よ
う
。

政
府
は
、

国
庫
準
備
金
の

な
か
か
ら
銀
貨
一

〇
〇
万
円
を
支
出
し
て

交
付
し
た
。

そ
の

理
由
に
つ

い

て
、

「
準
備
金
始
末
」
は
次
の

よ
う
に

述
べ

て
い

る
。

政
府
が
資
本
金
を
出
資
す
る
例
は
こ

れ
ま
で

な
か
っ

た
が
、

（一）
目
下
輸
出

入
不
等
、

金
銀
貨
騰
貴
の

際
、

財
政
上
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
重
要
事
件
で

あ
る
の

で

特
別
の

保
護
を
加
え
、

内
外
人
民
の

信
頼
を
か
ち
得
る
こ

と
が
大

切
で

あ
る
こ

と
、

（二）
正
金
銀
行
が
漸
次
内
外
貿
易
の

間
に

介
し
て
、

財
貨
流
通
の

た
め
の

重
要
な
手
段
を
提
供
す
る
た
め
に
、

欧
米
ま
た
は
中
国
の

各
国
に

向
か
っ

て

為
替
の

事
業
を
開
設
し
、

ひ
と
つ

の

外
国
為
替
銀
行
と
な
る
こ

と
が
必
要
で

あ
る
こ

と
、

の

二

つ

の

事
情
か
ら
特
別
に
正
金
銀
行

へ

の

出
資
を
許
可
す
る
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

と
く
に
、

こ

こ

で

は
フ

ラ
ン

ス

銀
行
の

例
を
ひ
き
、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
が
半
官
半
民
の

資
本
形
態
で

あ
り
、

か
つ

頭
取
・

副
頭
取
は
政
府
が
任
命
し
、

資
本
金
の

増
減
に

い

た
る
ま
で

み
な
政
府
に

よ
っ

て

決
定
さ
れ
て
い

る
が
、

政
府
の

保
護
と
特
権

付
与
に

よ
っ

て

非
常
に

大
き
な
発
展
を
示
し
た
と
述
べ

て
い

る
。

政
府
が
正
金
銀
行
に

対
し
て

出
資
し
、

保
護
す
る
立
場
を
と
る
こ

と
は
、

同
時
に

政
府
か
ら
監
督
を
受
け
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

す
な
わ
ち
、

政

府
は
出
資
す
る
と
と
も
に

管
理
官
を
派
遣
す
る
こ

と
を
早
く
か
ら

決
め

て
い

た
。

一

八
八
〇
年
四
月
に

制
定
さ
れ
た
「
横
浜
正
金
銀
行
管
理
官
心

得
」
に

よ
れ
ば
、

管
理
官
は
銀
行
い
っ

さ
い

の

業
務
を
監
督
し
、

銀
行
に

常
駐
し
て
、

定
例
お
よ
び
臨
時
の

集
会
に

出
席
し
、

自
ら
が
必
要
と
認
め

た
時
は
発
議
も
お
こ

な
う
任
務
を
も
っ

て
い

た
。

正
金
銀
行
は
、

政
府
か
ら
こ

の

よ
う
な
強
い

監
督
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ

た
が
、

の

ち
に

特
殊
銀

行
と
し
て

位
置
づ

け
ら
れ
る
萌
芽
が
す
で
に

創
立
時
に

あ
っ

た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。

つ

ま
り
、

横
浜
正
金
銀
行
は
わ
が
国
の

金
融
制
度
に

お
い

て
、

外
国
為
替
銀
行
と
し
て

位
置
づ

け
ら
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

つ

ぎ
に
、

民
間
出
資
に
つ

い

て

述
べ

よ
う
。

資
本
金
三

〇
〇
万
円
の

う
ち
、

一

〇
〇
万
円
が
政
府
出
資
で

あ
っ

た
こ

と
は

前
述
の

と
お
り
で

あ

り
、

残
り
二

〇
〇
万
円
は
民
間
出
資
に
よ
っ

て

ま
か
な
わ
れ
た
。

当
初
、

こ

の

う
ち
の
一

〇
〇
万
円
を
拠
出
す
る
と
さ
れ
た
発
起
人
出
資
分
が
、

結
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局
八
〇
万
円
あ
ま
り
に

し
か
な
ら
な
か
っ

た
の

で
、

残
り
は
公
募
に

よ
っ

て

集
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、

開
業
前
に
五
割
を
払
い

込
む
条
件
で
、

銀
貨

で

の

資
本
調
達
は
き
わ
め
て

困
難
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

資
本
金
の

払
込
み
を
五

回
に

分
割
し
て
お
こ

な
う
こ

と
の

許
可
を
得
た
。

し
か
し
、

そ
れ

で

も
洋
銀
で

払
い

込
む
こ

と
は
む
ず
か
し
か
っ

た
。

株
式
の

応
募
者
が
正
銀
を
購
入
す
る
こ

と
が
、

容
易
で

な
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
、

銀
行

も
一

時
に

多
額
の

正
銀
を
必
要
と
し
な
い

こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
の

で
、

結
局
、

払
込
高
の

五
分
の

四
は
紙
幣
で

よ
い

こ

と
と
し
た
。

銀
行
は
こ

の

資
金
で

金
札
引
換
公
債
証
書
を
買
い

入
れ
て

お
き
、

お
っ

て

正
銀
の

必
要
が
あ
る
時
、

こ

の

公
債
証
書
を
抵
当
と
し
て

政
府
か
ら
正
銀
の

貸
下
げ

を
受
け
る
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の

よ
う
に

し
て
、

民
間
出
資
の

分
に
つ

い

て

も
出
資
を
完
了
し
た
。

民
間
出
資
者
で

発
起
人
以
外
の

も
の

は
全
部
で
一

八
七
名
（
発
起
人
と
も
二
一

〇
名
）
で
、

こ

の

う
ち
神
奈
川
県
の

在
住
者
は
四
二

名
と
約
五
分
の

一

を
占
め
る
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

正
金
銀
行
の

場
合
は
、

政
府
の

銀
行
政
策
と
結
び
つ

い

て
、

ひ
ろ
く
全
国
的
基
盤
の

う
え
に

設
立
さ
れ
た
こ

と
を

示
す
も
の

と
い

え
よ
う
。

第
二
、

第
七
十
四
両
国
立
銀
行
が
ほ

と
ん
ど
横
浜
商
人
の

み
に

基
盤
を
お
い

て
い

た
の

と
、

ま
さ
に

対
照
的
で
あ
っ

た
。

し
か
し
、

大
口

の

株
主
の

な
か
に

は
、

丸
家
善
八
・

近
藤
良
薫
・

木
村
利
右
衛
門
・

早
矢
仕
有
的
・

茂
木
惣
兵
衛
・

小
野
光
景
・

村
松
吉
平
・

大
谷

嘉
兵
衛
・

大
西
吉
松
・

安
部
幸
兵
衛
・

田
中
平
八
・

原
善
三

郎
な
ど
の

顔
ぶ

れ
が
見
ら
れ
、

横
浜
商
人
あ
る
い

は
横
浜
の

銀
行
家
た
ち
が
積
極
的
に

協
力
し
て

い
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

横
浜
以
外
の

地
方
の

な
か
で

も
、

大
手
の

貿
易
商
や
銀
行
家
が
多
く
、

正
金
銀
行
の

規
模
や
設
立
意
義
・

業
務

等
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の

よ
う
に
、

横
浜
正
金
銀
行
の

株
主
構
成
は
、

政
府
に

よ
る
強
力
な
保
護
と
全
国
的
基
盤
に

立
脚
し
た

貿
易
金
融
機
関
と
し
て
の

特
色
を
よ
く
示
し
て
い

る
。

銀
行
設
立
直
後
、

福
沢
諭
吉
は
大
隈
重
信
あ
て
の

書
簡
に

お
い

て
は
、

正
金
銀
行

の

資
本
金
三

〇
〇
万
円
は
過
少
で

あ
る
と
し
、

一

五

〇
〇
万
円
ま
で

増
資
す
る
こ

と
を
説
い

た
が
、

こ

れ
は
結
局
実
現
せ
ず
、

現
実
に

正
金
銀
行
が

増
資
し
た
の

は
一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
で
、

金
額
も
四
五
〇
万
円
に

し
た
の

に

す
ぎ
な
か
っ

た
。
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三
　
横
浜
正
金
銀
行
の

初
期
の

性
格

外
国
為
替
制
度

の

内
容
と
意
義

横
浜
正
金
銀
行
の

設
立
の

意
図
が
、

銀
貨
の

供
給
機
関
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
に

お
か
れ
た
こ

と
は
前
述
の

と
お
り

で

あ
る
が
、

実
際
に

営
業
を
開
始
し
て

み
る
と
、

正
金
銀
行
の

取
引
の

媒
介
を
お
こ

な
う
だ
け
で

は
経
営
に

行
詰
り
を
き
た
し

た
。

と
く
に
一

八
八
〇
年
に

入
っ

て
、

金
融
市
場
の

事
情
が
一

変
し
、

逆
に

紙
幣
不
足
を
生
ず
る
よ
う
に

な
り
、

経
営
政
策
の

転
換
を
迫
ら
れ
、

外

国
為
替
業
務
を
中
心
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

正
金
銀
行
設
立
三

か
月
後
に
、

銀
行
は
政
府
に

「
紙
幣
御
貸
下
願
」
を
提
出
し
、

年
五

㌫
の

利

子
で

政
府
か
ら
紙
幣
を
借
り
受
け
た
。

そ
し
て
、

こ

の

紙
幣
を
貸
し
付
け
て

正
洋
銀
で

返
却
せ
し
め
る
と
い

う
制
度
を
通
じ
て
、

国
内
輸
出
産
業
の

保
護
に

あ
た
り
、

同
時
に

貿
易
収
支
の

均
衡
、

ひ
い

て

は
銀
貨
騰
貴
の

抑
制
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

こ

の

間
に
、

明
ら
か
に

政
府
の

経
済
政
策
に

転

換
が
あ
っ

た
よ
う
に

思
え
る
。

つ

ま
り
、

従
来
は
銀
貨
騰
貴
の

原
因
を
銀
貨
の

供
給
不
足
に

求
め
、

そ
の

た
め
銀
貨
供
給
機
関
を
設
立
す
る
と
い

う

考
え
方
で

あ
っ

た
の

が
、

こ

の

こ

ろ
に

な
る
と
、

む
し
ろ
貿
易
収
支
の

不
均
衡
に

銀
貨
騰
貴
の

原
因
が
あ
る
と
し
て

い

る
。

そ
こ

で

ま
ず
、

国
内
輸

出
商
品
を
保
護
奨
励
し
て

輸
出
を
伸
ば
し
、

こ

れ
に

よ
っ

て

貿
易
収
支
の

均
衡
を
は
か
り
、

も
っ

て

銀
貨
騰
貴
の

防
止
に

寄
与
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

こ

の

紙
幣
貸
出
制
度
を
み
る
と
、

紙
幣
貸
出
し
は
他
の
一

般
の

銀
行
業
務
と
切
り
離
し
て

お
こ

な
わ
れ
た
。

貸
付
期
間
は
三

か
月
以
内
で
、

金
利

は
抵
当
や
貸
付
期
間
の

長
短
に

応
じ
て

適
宜
決
定
さ
れ
た
が
、

返
済
は
必
ず
一

円
銀
を
も
っ

て

な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

紙
幣
貸
出
制
度
は

出
発
後
順
調
な
発
展
を
み
せ
、

か
な
り
の

取
引
を
み
せ
た
。

と
こ

ろ
が
紙
幣
貸
出
し
の

活
発
化
に

と
も
な
い
、

本
来
の

銀
行
専
業
の

い

わ
ゆ
る
正
金

銀
取
引
の

勘
定
と
混
同
さ
れ
る

弊
害
が
生
じ
た
。

そ
こ

で
、

銀
行
内
に

新
た
に

紙
幣
部
が
設
置
さ
れ
、

本
来
の

銀
行
業
務
を
つ

か
さ
ど
る
本
部
と
計
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算
上
も
二

分
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

つ

ま
り
、

紙
幣
と
正
洋
銀
の

取
引
に
つ

い

て
は
、

両
者
の

間
に

貸
借
勘
定
を
設
け
て

明
確
に

区
分
し
、

混
同

を
さ
け
た
わ
け
で

あ
る
。

以
上
、

紙
幣
貸
出
制
度
に
つ

い

て
述
べ

て

き
た
が
、

こ

の

制
度
の

意
義
は
き
わ
め

て

大
き

く
、

次
の

三

点
に

要
約
で

き

よ
う
。

（一）
こ

の

制
度
は
、

政
府
の

洋
銀
対
策
・

銀
行
対
策
の

転
換
の

な
か
で
、

そ
の

流
れ
に
そ
っ

て

設
け
ら
れ
た
も
の

で

あ
る
こ

と
、

（二）
こ

の

制
度

の

開
始
に

よ
っ

て
、

横
浜
正
金
銀
行
が
貿
易
金
融
機
関
と
し
て
の

内
容
を
い

よ
い

よ
充
実
さ
せ
て
い
っ

た
こ

と
、

（三）
こ

の

制
度
を
契
機
と
し
て
、

外

国
為
替
業
務
が
正
金
銀
行
の

主
業
務
と
な
る
よ
う
な
銀
行
の

経
営
政
策
の

転
換
へ

と
進
ん
で

い
っ

た
こ

と
な
ど
で

あ
る
。

そ
こ

で
、

つ

ぎ
に

初
期
の

経
営
上
重
要
な
地
位
を
占
め
た
「
御
用
外
国
荷
為
替
制
度
」
に
つ

い

て

概
説
し
て

お
こ

う
。

同
制
度
を
設
け
た
こ

と
の

意
義
は
、

（一）
海
外
直
輸
出
の

奨
励
、

（二）
そ
の

取
立
て

代
金
で

政
府
の

在
外
支
払
い

に

充
当
す
る
こ

と
、

（三）
海
外
よ
り
の

正
貨
の

回
収
、

の

三

つ

に

求

め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

直
輸
出
の

奨
励
、

紙
幣
の

貸
出
し
に
よ
る
正
貨
の

回
収
が
、

同
制
度
の

意
義
と
い

え
よ
う
。

当
時
、

わ
が
国
の

貿
易
収
支

の

回
復
を
は
か
る
た
め
に
は
、

生
糸
・

茶
等
の

直
輸
出
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、

そ
れ
ら
の

荷
為
替
取
組
み
の

需
要
が
き
わ
め
て

大
き
か
っ

た
。

そ
こ

で
こ

れ
に

応
ず
る
た
め
に

は
イ
ギ
リ
ス

・

ア

メ
リ
カ

両
国
へ

出
張
官
を
派
遣
し
て
、

荷
為
替
業
務
を
お
こ

な
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
。

そ

し
て
、

そ
の

た
め
の

資
金
を
政
府
か
ら
借
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

具
体
的
に

は
、

政
府
か
ら
の

預
入
金
（
借
入
金

）
は
御
用
別
段
預
金

と
呼
ば
れ
、

直
輸
出
業
者
に

対
す
る
貸
付
け
な
い

し
は
荷
為
替
資
金
の

提
供
に

あ

て

ら

れ

た
。

資
金
の

規
模
と
し
て

は
、

三

〇
〇
万
円
を
限
度
と

し
、

必
要
に

応
じ
て

請
求
さ
れ
次
第
、

紙
幣
を
も
っ

て

預
け
入
れ
さ
れ
、

そ
の

輸
出
業
者
へ

の

貸
出
資
金
が
返
済
さ
れ
る
に

応
じ
て

返
納
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ

て

い

た
。

御
用
荷
為
替
制
度
の

内
容
は
以
上
の

と
お
り
だ
が
、

つ

ぎ
に

そ
の

実
績
を
簡
単
に

み
て

お
こ

う
。

当
時
生
糸
流
通
の

た
め
の

資

金
需
要
が
高
い

に

も
か
か
わ
ら
ず
、

一

般
の

金
融
機
関
に
よ
る
生
糸
金
融
の

た
め
の

資
金
量
が
少
な
か
っ

た
の

で
、

正
金
銀
行
は
次
の

九
銀
行
と
約

定
を
む
す
び
、

こ

れ
ら
の

銀
行
を
通
じ
て

貸
出
し
を
お
こ

な
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

東
京
第
三

十
三

国
立
銀
行
・

東
京
第
百
国
立
銀
行
・

豊
橋
第
八
国

立
銀
行
・

東
京
丸
家
銀
行（
以
上
、

い

ず
れ
も
上
州
ま
た
は
信
州
の

支
店

）・
松
代
第
六
十
三

国
立
銀
行
・

福
島
第
六
国
立
銀
行
・

須
賀
川
第
百
八
国
立
銀
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行
・

三

春
第
九
十
三

国
立
銀
行
・

福
島
第
六
国
立
銀
行
三

春
支
店
・

上
田
第
十
九
国
立
銀
行
で

あ
る
。

貸
出
し
は

甲
（
内
地
各
地
方
よ
り
海
外
直
輸
物

品
を
開
港
場
に

輸
送
す
る
荷
為
替
資
金
）
と
乙
（
開
港
場
よ
り
海
外
各
国
に

向
け
る
べ

き
荷
為
替
資
金
）
と
に

分
か
れ
て

い

た
。

こ

の

う
ち
、

甲
資
金
の

貸
付

け
は
各
地
方
の

銀
行
と
約
定
書
を
か
わ
し
て
、

同
銀
行
を
通
じ
て

そ
の

為
替
取
組
み
を
お
こ

な
う
も
の

で

あ
り
、

乙
資
金
は
直
輸
営
業
諸
会
社
の

手

を
経
て
、

英
米
そ
の

他
に

在
留
し
て
い

る
正
金
銀
行
の

出
張
員
に

向
け
て

荷
為
替
の

取
組
み
を
お
こ

な
っ

た
も
の

で

あ
る
。

荷
為
替
資
金
を
貸
し
付

け
る

時
に
、

そ
の

約
定
書
を
か
わ
し
た
銀
行
は
横
浜
第
七
十
四
国
立
銀
行
ほ
か
十
五

行
で

あ
っ

た
。

こ

の

御
用
荷
為
替
制
度
は
一

八
八
〇
年
後
半
か

ら
八
一

年
に

か
け
て

活
発
に

利
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ

た
。

そ
し
て
、

と
く
に

直
輸
出
の

た
め
の

荷
為
替
金
融
は
条
件
が
有
利
と
い

う
こ

と
も
あ

っ

て

需
要
が
大
き
く
、

つ

い

に

は
「
御
用
別
段
預
金
」
の
一

五

〇
万
円
増
額
を
必
要
と
す
る
に
い

た
っ

た
。

こ

こ

に
、

初
期
の

正
金
銀
行
が
政
府
資

金
に

よ
る
外
国
為
替
銀
行
と
い

う
性
格
を
強
く
も
っ

て
い

た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い

る
。

経

営

の

行

詰

り

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
末
に
い

た
っ

て
、

新
た
に

大
蔵
卿
に

就
任
し
た
松
方
正
義
は
、

政
策
の

変
更
を
お
こ

な
い
、

紙
幣
整

理
の

断
行
に

つ

と
め
た
。

す
な
わ
ち
、

一

方
で

は
紙
幣
を
消
却
す
る
と
と
も
に
、

他
方
に

お
い

て
は
そ
の

兌
換
準
備
に

充
当
す
べ

き
正
貨
の

増
殖
を
は
か
る
べ

き
だ
と
考
え
た
。

そ
し
て
、

こ

の

た
め
に

正
金
銀
行
の

利
用
が
嘱
望
さ
れ
、

荷
為
替
制
度
の

運
用
に

よ
り
正
貨
を
海
外

か
ら
吸
収
す
る
こ

と
の

重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
。

こ

の

よ
う
に
、

紙
幣
整
理
の

た
め
の

積
極
的
方
策
の

ひ
と
つ

と
し
て
、

直
輸
出
の

奨
励
、

同
荷
為

替
の

実
施
に

よ
っ

て

兌
換
準
備
に

あ
て

る
正
貨
の

増
加
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の

で

あ
る
。

こ

の

点
は
、

従
来
の

大
隈
・

佐
野
両
者
の

考
え
方
（
貿
易

収
支
の

均
衡
を
は
か
る
こ

と
を
第
一

義
と
す
る

）
と
は
根
本
的
に

異
な
っ

て

い

た
。

ま
た
、

大
蔵
卿
松
方
は
「
御
用
荷
為
替
制
度
」
の

運
用
に

粗
雑
な
面

が
あ
る
と
し
て
、

同
制
度
の

改
正
を
お
こ

な
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

（一）
外
国
為
替
の

取
組
み
に

あ
た
っ

て
、

為
替
券
に

は
渡
し
た
紙
幣
の

金
額
、

受
け

と
る
べ

き
金
額
、

お
よ
び
両
者
交
換
の

際
の

為
替
相
場
・

為
替
料
の

明
記
を
規
定
し
た
。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

紙
幣
価
値
の

変
動
を
利
用
し
て
の

投
機

を
防
い

だ
。

（二）
正
金
銀
行
自
体
が
為
替
荷
物
に

つ

き
厳
重
な
検
査
を
お
こ

な
う
こ

と
を
規
定
し
た
。
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こ
の

よ
う
に
、

政
策
面
か
ら
も
外
国
為
替
制
度
の

拡
充
が
重
視
さ
れ
、

同
時
に

荷
為
替
資
金
の

需
要
も
激
増
し
た
こ

と
か
ら
、

一

八
八
二

年
の
一

時
的
停
滞
を
除
い

て
、

そ
の

後
も
一

貫
し
て

同
制
度
に

よ
る
運
用
資
金
の

伸
長
が
み
ら
れ
た
。

ま
ず
、

政
府
か
ら
「
御
用
外
国
荷
為
替
資
本
預
金
」

や
「
御
用
外
国
為
替
預
金
」
と
し
て
、

正
金
銀
行
に

預
入
れ
さ
れ
た
金
額
は
年
々

増
大
を
み
せ
、

こ

れ
に

と
も
な
っ

て
正
金
銀
行
の

海
外
荷
為
替
取

組
高
も
著
し
い

伸
長
を
示
し
た
。

以
上
述
べ

た
よ
う
に
、

横
浜
正
金
銀
行
の

業
績
は
外
国
直
輸
出
荷
為
替
資
金
の

供
給
を
中
心
に

順
調
に

推
移
し
た
よ
う
に

み
え
る
が
、

経
営
面
に

お
い

て

は
、

一

八
八
一

年
末
か
ら
八
二

年
に

か
け
て

非
常
な
苦
境
に

立
つ

に

い

た
っ

た
。

そ
の

原
因
は
、

内
外
商
況
の

激
変
、

得
意
先
の

破
産
、

荷
為

替
お
よ
び
貸
出
金
の
一

時
的
停
滞
、

貸
出
し
の

放
漫
な
ど
に

求
め
ら
れ
た
。

前
述
の

よ
う
に
、

八
二

年
に
一

時
的
な
停
滞
を
示
し
た
が
、

こ

の

時
期

が
ま
さ
に

こ

れ
に

あ
た
っ

た
。

他
方
、

大
蔵
省
は
経
営
の

悪
化
を
経
営
の

散
慢
化
に

よ
る
も
の

と
考
え
、

経
営
の

行
詰
り
の

調
査
す
ら
お
こ

な
わ
れ

て
い

な
い

点
を
強
く
批
判
し
た
。

こ

の

間
の

正
金
銀
行
の

損
失
見
込
み
は
き
わ
め
て

大
き
か
っ

た
が
、

と
く
に

銀
貨
よ
り
も
紙
幣
で

の

損
失
見
込
み

が
よ
り
大
き
か
っ

た
。

紙
幣
に

よ
る
全
貸
付
金
の

約
九
一

㌫
が
損
失
と
い

う
有
様
で

あ
っ

た
。

こ

の

時
期
が
紙
幣
整
理
期
に

あ
た
り
、

紙
幣
価
値
が

徐
々

に

回
復
し
て
い

く
な
か
で

お
こ

な
わ
れ
た
だ
け
に

問
題
が
大
き
か
っ

た
と
い

え
よ
う
。

ま
た
内
外
荷
為
替
資
金
の

運
用
に
つ

い

て

も
、

ほ
ぼ

同

様
の
こ

と
が
い

え
た
。

内
国
の

場
合
は
約
五
三

㌫
、

外
国
の

場
合
は
約
四
一

㌫
が
損
失
と
な
る
と
い

う
経
営
の

乱
脈
ぶ

り
が
み
ら
れ
、

経
営
の

散
慢

化
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

こ

う
し
て

銀
行
経
営
の

破
綻
を
招
い

た
正
金
銀
行
は
、

頭
取
を
中
村
道
太
か
ら
小
野
光
景
に
、

さ
ら
に

小
野
か
ら
白
州
退

蔵
に

変
え
た
が
、

抜
本
的
な
経
営
の

改
善
を
は
か
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。

そ
し
て
、

経
営
の

改
善
は
一

八
八
三

年
三

月
に

就
任
し
た
原
六
郎
頭

取
に
い

た
っ

て
、

よ
う
や
く
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ

た
の
で

あ
る
。
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四
　
経
営
の

改
善
と
「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」
の

制
定

経
営
の

改
善

白
州
頭
取
時
代
に

も
正
金
銀
行
の

改
善
案
が
生
ま
れ
た
が
、

そ
の

骨
子
は
政
府
の

保
護
を
い
っ

そ
う
強
め
る
こ

と
に
あ
っ

た
。

し

か
し
、

政
府
の

保
護
を
受
け
る
こ

と
は
同
時
に

政
府
の

監
督
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
の

で
、

銀
行
内
に

も
官
民
分
離
論

に

立
っ

て
の

反
対
意
見
が
生
じ
た
。

そ
こ

で
、

松
方
大
蔵
卿
は
反
対
分
子
の

所
有
す
る
株
式
を
大
蔵
省
で

買
収
し
、

い
っ

さ
い

を
排
除
し
た
。

正
金

銀
行
の

経
営
の

改
善
は
、

ま
ず
反
対
派
を
排
除
し
、

行
内
を
統
一

す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。

原
頭
取
の

改
善
策
も
、

考
え
方
の

基
本
に

お
い

て

白
州
頭
取
時
代
の

も
の

と
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

原
は
銀
行
の

損
失
見
込
み
、

評
価
で

き
る
担
保

物
権
を
徹
底
調
査
し
、

そ
の

確
定
損
失
を
補
塡
す
る
た
め
、

別
段
積
立
金
を
滞
貸
し
準
備
金
に

振
り
替
え
た
。

つ

ぎ
に
、

基
本
的
な
改
善
方
策
と
し

て

資
本
金
の

本
位
を
通
貨
に

改
め
た
。

そ
の

理
由
は
、

帳
簿
上
三

〇
〇
万
円
の

資
本
金
の

半
額
以
上
は
金
札
引
換
公
債
証
書
や
紙
幣
か
ら
な
っ

て

お

り
、

こ

れ
を
正
金
三

〇
〇
万
円
と
い

う
の

は
事
実
に

反

す
る

こ

と
、

紙
幣
価
値
の

回
復
で

や
が
て

銀
紙
の

差
が
な
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、

今
の

う
ち
に

銀
貨
本
位
を
廃
止
し
て

通
貨
に

か
え
て

お
く
こ

と
が
好
ま
し
い

こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

こ

の

ほ
か
、

（一）
積
立
金
お
よ
び
別
段

積
立
金
を
通
貨
に

改
め
、

こ

と
ご
と
く
こ

れ
を
滞
貸
し
準
備
に

組
み
入
れ
る
こ

と
、

（二）
所
有
の

金
札
引
換
証
書
を
金
禄
公
債
証
書
と
交
換
す
る
こ

と
、

（三）
市
場
の

需
要
高
に

相
当
す
る
銀
貨
を
備
え
て

お
く
こ

と
、

（四）
業
務
を
区
別
し
て
、

紙
幣
部
（
主

）、
銀
貨
部
（
従

）
を
お
く
こ

と
、

な
ど
が
改
善
策

の

主
要
内
容
で

あ
っ

た
。

原
頭
取
の

銀
行
改
善
方
策
の

な
か
に
は
、

松
方
正
義
の

財
政
金
融
政
策
に

対
す
る
考
え
方
が
非
常
に
よ
く
で

て
い

る
。

当

時
、

松
方
は
す
で

に

紙
幣
整
理
の

完
了
と
兌
換
制
度
の

実
施
に

自
信
を
も
っ

て

お
り
、

こ

れ
を
前
提
と
し
て

の

銀
行
改
善
案
だ
か
ら
で

あ
る
。

正
金

銀
行
は
、

こ

れ
を
受
け
て

紙
幣
部
を
主
体
に

し
た
わ
け
で

あ
る
。
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原
頭
取
の

改
善
策
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、

政
府
の

多
大
の

援
助
が
必
要
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

特
別
の

配
慮
を
受
け
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）

年
に
は
経
営
の

立
直
し
を
完
了
す
る
こ

と
が
で

き
た
。

損
失
を
全
額
補
塡
し
た
う
え
で
、

十
分
な
積
立
金
勘
定
を
保
有
し
た
か
た
ち
で

再
出
発
す
る

こ

と
が
で

き
た
の

で

あ
る
。

経
営
の

発
展

以
上
の

よ
う
な
経
過
を
通
じ
て
、

い

ち
お
う
の

経
営
上
の

改
善
を
み
せ
て

か
ら
の

横
浜
正
金
銀
行
の

業
績
は
伸
長
し
、

外
国
為
替

銀
行
と
し
て

次
第
に

大
き
な
位
置
を
占
め
る
に
い

た
っ

た
。

外
国
為
替
の

取
組
高
は
年
々

増
加
を
み
せ
、

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）

年
に
は
八
三

年
の

四
倍
の

規
模
に

達
し
た
。

と
く
に
、

外
国
為
替
金
業
務
（
為
替
相
場
を
も
っ

て

取
り
組
む
も
の

）
と
、

外
国
為
替
仮
渡
金
業
務
（
外
国

へ

輸
出
す
る
生
糸
に

対
し
、

為
替
金
の

前
渡
し
や

産
糸
地
方
か
ら
横
浜
ま
で
の

為
替
金
に

使
用
す
る
た
め
、

諸
銀
行
へ

貸
し
付
け
た
も
の

な
ど
か
ら
な
っ

て
い

る
）

の

伸
長
が
目
立
っ

て
い

た
。

こ

の

な
か
に
は
、

内
地
荷
為
替
制
度
の

復
活
も
含
ま
れ
て

お
り
、

こ

れ
が
直
輸
出
を
伸
ば
す
た
め
に

果
た
し
た
役
割
も

大
き
か
っ

た
。

つ

ぎ
に
、

こ

の

時
期
の

外
国
為
替
業
務
の

な
か
で

重
要
な
も
う
一

つ

の

問
題
は
、

外
国
商
人
に

対
す
る
輸
出
荷
為
替
取
組
の

開
始
で

あ
る
。

正
金
銀
行
は
政
府
預
入
金
で

あ
る
外
国
為
替
元
預
金
の

紙
幣
を
も
っ

て

銀
貨
を
買
い

入
れ
て

為
替
を
取
り
組
み
、

こ

の

勘
定
を
す
べ

て

原
価

で

政
府
と
決
済
す
る
と
と
も
に
、

取
組
高
に

対
し
て
一

〇
〇
分
の

二

の

手
数
料
を
支
給
さ
れ
る
の

が
、

こ
の

制
度
の

内
容
で

あ
っ

た
。

外
国
為
替
業
務
の

活
発
化
に

と
も
な
い
、

そ
の

原
資
と
し
て
の

政
府
関
係
預
金
の

必
要
性
も
高
ま
っ

た
。

政
府
は
御
用
外
国
為
替
預
金
の

か
た
ち

で

巨
額
の

預
金
を
正
金
銀
行
に

預
託
し
、

そ
の

期
待
に

応
え
た
。

日

銀
関
係
の

預
金
・

借
入
金
を
加
え
る
と
、

資
金
の

大
部
分
は
政
府
資
金
と
い

う

こ

と
に

な
り
、

や
が
て

特
殊
銀
行
と
し
て
の

位
置
に

立
つ

こ

と
と
な
る
。

横
浜
正
金
銀
行
は
経
営
の

発
展
を
み
せ
た
が
、

そ
の

性
格
は
政
府
資
金
の

運
用
機
関
、

外
国
為
替
業
務
の

担
当
機
関
と
い

う
性
格
が
き
わ
め
て

強

か
っ

た
。

松
方
財
政
の

成
果
が
挙
が
る
過
程
に

お
い

て
、

正
金
銀
行
も
松
方
の

意
図
し
た
兌
換
制
度
の

開
始
に

よ
る
通
貨
の

安
定
に

協
力
し
て
、

外

国
か
ら
の

正
貨
の

吸
収
に
つ

と
め
た
。

し
か
し
、

政
府
は
外
国
為
替
銀
行
と
し
て
正
金
銀
行
を
よ
り
い
っ

そ
う
強
く
管
理
す
る
こ

と
を
の

ぞ
み
、

や
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が
て

「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」
の

制
定
を
み
る
こ

と
と
な
っ

た
。

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
、

ロ

ン

ド
ン

出
張
所
を
支
店
に

昇
格
さ
せ
た
。

ロ

ン

ド
ン

支
店
の

営
業
内
容
は
、

外
国
為
替
業
務
と
政
府
の

対
外
業

務
の

代
行
で

あ
っ

た
。

ロ

ン

ド
ン

支
店
の

開
設
に

よ
り
、

横
浜
正
金
銀
行
の

位
置
は
い
っ

そ
う
高
い

も
の

と
な
っ

た
。

横
浜
正
金
銀
行

条
例
の

制
定

横
浜
正
金
銀
行
は
「
国
立
銀
行
条
例
」
に

準
拠
し
な
が
ら
も
、

政
府
と
特
殊
な
関
係
に

立
つ

特
殊
銀
行
の

性
格
を
強
め
て

き
た

こ

と
は
、

こ

れ
ま
で

述
べ

て

き
た
と
お
り
で

あ
る
。

正
金
銀
行
の

特
殊
銀
行
と
し
て

の

性
格
は
、「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」（
一

八

八
七
年
七
月
制
定
・

公
布
）
の

成
立
に

よ
っ

て
い
っ

そ
う
明
確
と
な
っ

た
。

当
時
、

特
別
法
に

も
と
づ

い

て

創
立
さ
れ
た
銀
行
は
、

中
央
銀
行
と
し
て

の

日
本
銀
行
だ
け
で

あ
っ

た
こ

と
か
ら
、

政
府
が
い

か
に

横
浜
正
金
銀
行
の

役
割
を
重
視
し
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。

同
条
例
に

よ
っ

て
、

特
殊
銀
行
と
し
て

の

横
浜
正
金
銀
行
の

制
度
上
の

特
徴
を
み
て

お
こ

う
。

ま
ず
業
務
と

し

て

は
、

内
外
国
に

支
店
を
設
置

し
、

他
の

銀
行
と
「
コ

ル

レ

ス

ポ
ン

デ
ン

ス

契
約

」
を
締
結
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

外
国
の

為
替
、

荷
為
替
を
お
こ

な
う
こ

と
に

お
か
れ
た
。

政
府

と
の

関
係
に
つ

い

て

は
、

（一）
政
府
の

命
令
を
受
け
、

内
国
ま
た
は
外
国
で

公
債
や
官
金
の

取
扱
い

を
お
こ

な
う
、

（二）
取
締
役
の

互
選
で

決
定
さ
れ
た

頭
取
に
つ

い

て

大
蔵
大
臣
の

認
可
を
受
け
る
、

大
蔵
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
時
に

は
、

日

本
銀
行
の

副
総
裁
が
正
金
銀
行
の

頭
取
を
兼
ね
た
り
、

正

金
銀
行
の

頭
取
が
日

銀
の

理
事
を
兼
ね
る
こ

と
が
で

き
る
、

（三）
大
蔵
大
臣
は
官
吏
を
派
遣
し
て

業
務
や
財
産
の

状
況
を
検
査
し
た
り
、

銀
行
が
条
例

に

違
反
す
る
行
為
が
あ
っ

た
と
き
制
止
す
る
こ

と
が
で

き
る
こ

と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

た
。

こ

う
し
て

横
浜
正
金
銀
行
は
、

名
実
と
も
に

政
府
の

保
護
・

監
督
を
受
け
た
特
殊
銀
行
へ

の

道
を
歩
む
の

で

あ
る
。
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五
　
明
治
後
期
の

横
浜
正
金
銀
行

明
治
後
期
の

横
浜
正
金
銀
行
は
、

景
気
変
動
に

と
も
な
う
一

時
的
な
業
績
の

停
滞
は
あ

っ

た
も
の

の
、

概
し
て

好
調
な

推
移
を

示
し
た
。

ま
ず
明
治
二

十
年
代
に
お
い

て

は
、

「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」
の

制
定
を
受
け
て
、

政
府
お
よ
び
日

本
銀
行
と
の

関
係
が
改
め

て

明
確
に

さ
れ
、

名
実
と
も
に

大
規
模
な
外
国
為
替
銀
行
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
た
。

次
い

で
三

十
年
代
に
お
い

て
は
、

海
外
店
舗
網
の

拡
充
、

外
債
発
行
、

満
州
地
域
に

お
け

る

銀
行
券
発
行
等
、

業
務
の

伸
長
、

営
業
範
囲
の

著
し
い

拡
張
を
み
た
。

そ
こ

で
、

本
項

で

は
、

貿
易
金
融
を
中
心
に

横
浜
正
金
銀
行
の

業
績
を
概
観
し
、

次
い

で

経
営
上
と
く
に

問
題
と
な
っ

た
制
度
の

改
善
と
そ
の

意
義
に

つ

い

て

述
べ

て

み
よ
う
。

業
績
の

推
移

創
立
以
後
明
治
年
間
に

お
け
る
横
浜
正
金
銀
行
の

業
務
の

推
移
を
表
示

し
て

み
る
と
、

表
三
－

五
八
の

と
お
り
で

あ
る
。

こ

の

表
の

と
お
り
、

横
浜
正
金
銀
行
の

規
模
は
創
立
初
年
末
に

比
較
し
て
、

一

九
一

〇（
明
治
四
十
三

）
年
末
に

は
、

払
込
資
本
金
で

八
倍
、

定
期
当
座
通
知
預
金
等
で
二

五
二

倍
、

諸
貸
金
で

三

六
倍
、

過
去
一

年
間
の

外
国
為
替
売
買
高
で

実
に
一

七
〇
〇
倍
、

資
産
総
額
で

四
〇
倍
、

本
支
店
出
張
所
数
で

八
倍
と
、

い

ず
れ
も
著
し
い

伸
長
を
み
せ
た
。

資
本
金
の

拡
大
、

積
立
金
の

充
実
は
、

銀
行
が
大
規
模
銀
行
に

ふ

さ
わ
し
い

基
礎
を
築
い

た
こ

と
を
示
し
て
い

る

し
、

預
金
・

貸
金
の

急
激
な
成
長
は
銀
行
の

業
務
の

伸
長
を
意
味
す
る
。

と
く
に
、

一

年
間
に

お
け
る
内
外
の

各
店
間
の

外
国
為
替
売
買
高
の

急
膨

横浜正金銀行（1904年設立） 『横浜商業会議所月報』より
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張
は
、

同
行
が
外
国
為
替
銀
行
と
し
て
、

わ
が
国
貿
易
金
融
の

中
核
を
占
め
る

に
い

た
っ

た
こ

と
を
物
語
っ

て
い

る
。

こ

の

結
果
、

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）

年
に
お
け
る

輸
出
入
高
に

占
め
る

同
行
内
地
各
店
に

お
け
る

荷
為
替
取
扱
額
の

比
率
は
、

き
わ
め
て

高
い

も
の

と
な
っ

た
。

お
も
な
商
品
別
に

示
す
と
、

輸
出

で

は
生
糸
・

屑
糸
五
三

㌫
、

綿
糸
四
三

㌫
、

羽
二

重
・

絹
織
物
三
二

㌫
、

茶
四

七
㌫
、

米
三
二

㌫
、

そ
の

他
と
も
輸
出
総
計
で
三

四
㌫
と

な

っ

て

い

る
。

ま

た
、

輸
入
で

は
、

綿
花
六
一

㌫
、

時
計
・

機
械
・

金
属
等
で

三
二

㌫
、

大
豆
・

豆
粕
四
五

㌫
、

砂
糖
三
二

㌫
、

雑
品
二

五

㌫
、

そ
の

他
と
も
輸
入
全
体
で

三

八

㌫
と
な
っ

て
い

る
。

貿
易
高
に

占
め
る

同
行
為
替
取
扱
高
の

占
め
る
重
要
性
を

こ

の

数
値
が
物
語
っ

て
い

る
と
い

え
よ
う
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
業
績
の

発
展
が
ま
っ

た
く
順
調
に

な
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

明
治
後
半
に

お
け
る
貿
易
高
と
同
行
内
地
各
店
の

外
国
為
替
取
扱
高

を
比
較
し
て

み
る
と
表
三
－

五

九
の

と
お
り
で

あ
る
。

貿
易
高
の

伸
悩
み
と
と

も
に
、

外
国
為
替
取
扱
高
が
停
滞
を
示
し
た
の

は
、

一

八
九
〇
－
九
一

年
、

一

八
九
九
－
一

九
〇
〇
年
、

一

九
〇
八
－
〇
九
年
で

あ
り
、

貿
易
高
が
伸
び
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

外
国
為
替
取
扱
高
が
低
下
し
た
の

は
一

九
〇
三

（
明
治
三

十

六

）
年
で

あ
る
。

こ
の

期
間
を
除
く
と
、

わ
が
国
の

貿
易
高
も
同
行
外
国
為
替

表3－58　横浜正金銀行業務比較表

注　『横浜正金銀行史』　386ページ。単位1，000円以下切捨て。
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